
現在，河川や道路などの整備・管理で発生する刈草や剪定枝は廃棄物として処
理されている。この刈草等を主な燃料としてバイオマス発電を行うことで，廃棄
物が燃料（資源）として生まれ変わることができる。本研究では，小規模バイオマ
ス発電に刈草等を燃料として利活用することの可能性について条件整理を行う。

刈草のエネルギーは，高位発熱量16～18MJ/kg，灰分5～9%と木質ペレットに類似した値となり，既往文
献の適応が可能であることが確認された。また，発電方法などは，以下の通りであり，刈草等を固形燃
料化プラントで前処理し，小規模な発電プラント（直接燃焼方式：スターリングエンジン）による方法が最
も実現性が高いと評価する。

１．研究の背景および研究目的

２．研究の成果
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§事業化にむけた全体フロー

項目 直接燃焼方式 熱分解ガス化方式 メタン発酵（バイオガス）方式

発電方式 スターリングエンジン ガスエンジン ガスエンジン

発電効率／発電機 10% ／ 7.5kW 18% ／ 180kW 21% ／ 30kW

施設規模／日処理量 120ton/年 ／ 0.4ton/日 920ton/年 ／ 2.8ton/日 2,310ton/年 ／ 7.0ton/日

イニシャルコスト 2,200万円 41,000万円 6,800万円

評価
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などの発熱量の高いバイオマス材
料を大量に混入させる必要あり。

固形燃料化は不要。
刈草以外の発酵しやすい

バイオマスを混合させバイオガス
の発生量を増加させる必要あり。

事例
株式会社エコ・イン稲敷
（廃プラスチック固形燃料）

NEXCO東日本／富岡IC
（刈草：剪定枝・間伐材＝2：8）

新潟市下水道部処理センター
（下水道+刈草）

§まとめ：小規模バイオマス発電施設のイメージ
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●原材料， ●発生ガス
①原料投入槽
②乾燥機Ⅰ（原料サイロ）
③乾燥機Ⅱ（投入貯留槽）
④熱分解炉（ロータリーキルン）

⑤炭回収装置（サイクロン式集塵機）
⑥ガス洗浄装置Ⅰ（スクラバー）
⑦炭回収コンテナ
⑩ガス洗浄装置Ⅳ（スクラバー）
⑪乾ガスホルダ
⑫加熱ガス発生炉 ⑬発電機

NEXCO東日本／富岡IC
4.8ton/日，50kW×2台稼働
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